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ORImom'）➡関連記事 裏表紙

― T O P I C S ―
P2～7	 決算特集
	 財政基盤のさらなる	
	 強化が求められる決算
P8～9	 9月定例会
	 こんなことが決まりました
P12～18	町政を問う！ 一般質問
裏表紙	 聴かせて！
	 ひがしうら 好きですか？
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町 が 自 分 でまかなえたお金（
自
主
財
源
）59
％

町 が 自 分 でまかなえたお金（
自
主
財
源
）59
％

国や県からも
ら
っ
た
お
金（
依
存
財
源
）41
％

国や県からも
ら
っ
た
お
金（
依
存
財
源
）41
％

歳 入
（財源）

歳 出
（使いみち）

一 般 会 計
211億2854万円

203億905万円

民生費
41%

総務費
16%

土木費
13%

教育費
13%

衛生費 7%

消防費 4%
公債費 3%

町税
45%

国庫支出金
15%

地方交付税 5%

県支出金 7%

町債 5%

諸収入等
6%

繰入金・繰越金 6%

地方消費税
交付金等

9%

分担金・負担金 1%分担金・負担金 1%
使用料・手数料 1%使用料・手数料 1%

商工費ほか 1%
農林水産業費 1%

議会費 1%

一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

歳入歳入

歳出歳出

7.5％
UP!

8.7％
UP!

令和７年度に執行された予算が適正に使われた
か審査しました。歳入は主に町債、繰入金及び
繰越金が増加し、地方特例交付金、地方交付税
及び寄附金が減少。歳出は主に教育費、民生費
及び土木費が増加し、商工費及び労働費が減少。

令和７年度
一般会計決算

14億8214万円増

16億2416万円増

※令和6年度末人口49,818人から算出

町民１人当たり町民１人当たり
いくら使った？いくら使った？

令和7年度 令和7年度 一般会計決算一般会計決算

１人当たり 407,665円使いました

教育費
53,958円

土木費
52,495円

総務費
64,910円

消防費
15,040円

民生費
165,764円

公債費
14,463円

衛生費
29,821円

議会費
2,847円

農林水産業費
4,278円

商工費ほか
4,089円

10,333円UP

111円DOWN 595円DOWN 42円DOWN 3,465円DOWN

13,524円UP 607円UP

1,750円UP 268円UP

12,906円UP

高齢者・障害者福祉、保
育園、児童館、児童手当
等にかかったお金

庁舎管理、税務事務、各
種証明書発行、選挙、バ
ス運行等にかかったお金

道路、公園、橋、町営
住宅等にかかったお金

学校教育、生涯学
習、スポーツ振興
等にかかったお金

健康対策、環
境保全、ごみ
処理等 にか
かったお金

町の借金返済に
かかったお金

消防・防災に
かかったお金
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一
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計
決
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９
月
定
例
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常
任
委
員
会

一
般
質
問

ここに注目！

その他 安心・
安全

子育て・
教育

くらし

子育て・
教育

くらし

【議会費】
議会のペーパーレス化開始

292万円

業務効率化と印刷コス
ト削減により行政運営
を効率化し、開かれた
議会を通じて住民の利
便性向上と理解促進を
目指します。

【消防費】
災害対応用トイレカー

（軽自動車タイプ）の購入
930万円

災害時の対応力強化および被災者の負担軽減
を目的として、被災現場に衛生的で快適なト
イレ環境を確保で
きる自走式の「ト
イレカー」を導入
しました。

【教育費】小中学校体育館の空調整備
７億4,000万円

避難所の環境整備および児童生徒を熱中症か
ら守るため、全小中学校体育館に空調設備を
導入しました。

【教育費】学校給食配送車に
ＦＣ（水素燃料電池）トラックの導入

2,573万円

給食配送車に環境負荷が少ないＦＣトラック
を 導 入 し、
脱 炭 素 社 会
の 実 現 に つ
なげます。

【教育費】若者の
海外挑戦のための費用を補助

704万円

「挑戦する気持ち」や「学ぶ気持ち」を持つ若者
が明確な目的や目標を
胸に、日本を飛び出し
て海外でチャレンジし、
国際感覚を直に身に付
ける第一歩目を町が後
押ししました。

【民生費】
難聴者への補聴器購入の補助

136万円

コミュニケーションの確
保を行い、社会参加の
機会を高めるため、18
歳以上の難聴者に対す
る補聴器購入補助を実
施しました。

ズームイ
ン！

 P4 ～ 5・10 ～ 11 で詳しく

※千円以下は切り捨て表記
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査
定
時
期
を
見
直
し
、
早
期
に
着

手
す
る
こ
と
で
、
業
務
量
を
削
減
し
時

間
外
勤
務
の
縮
減
と
新
た
な
投
資
財
源

の
確
保
を
目
指
す
。

約
3
億
６
０
０
０
万
円
増
加
し
た

扶
助
費
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
事

業
と
増
加
額
は
。

主
な
要
因
は
児
童
手
当
２
億 

５
６
３
２
万
円
、
物
価
高
対
応
子
育
て

応
援
手
当
１
億
６
４
６
６
万
円
等
の
増

加
に
よ
る
も
の
。

約
２
億
５
０
０
０
万
円
増
加
し
た

物
件
費
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
要

因
と
８
年
度
以
降
も
継
続
的
に
発

生
す
る
経
費
は
。

主
な
要
因
は
基
幹
シ
ス
テ
ム
標
準

化
対
応
業
務
委
託
料
、
小
学
校
の
電
子

黒
板
購
入
等
の
教
材
用
備
品
費
、
物
価

AQAQA

徹底審査本会議で質疑があったもののうち、
主なものを紹介します。

令和７年度
一般会計決算

硬
直
化
す
る
財
政
構
造

真
の「
柔
軟
性
」を
取
り
戻
せ
る
か

　

財
政
力
指
数
①
は
自
主
財
源
の
割
合

を
示
し
、経
常
収
支
比
率
②
は
人
件
費
等

の
硬
直
度
を
表
す
重
要
な
指
標
で
す
。

経
常
収
支
比
率
が
86
・
8
％
か
ら

93
・
3
％
と
6
・
5
ポ
イ
ン
ト
急

上
昇
し
た
主
な
要
因
は
。

人
件
費
の
増
加
や
法
人
町
民
税
・

普
通
交
付
税
等
の
減
少
に
よ
る
も
の
。

財
政
が
硬
直
化
傾
向
に
あ
り
、
経

QAQ

常
収
支
比
率
が
93
・
3
％
と
高
い

数
値
に
つ
い
て
、
町
の
認
識
と
今

後
の
対
応
は
。

経
常
収
支
比
率
は
、
低
い
ほ
ど
弾

力
性
に
富
み
80
％
程
度
が
理
想
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
財
政
硬
直
化
を
防
ぐ
た

め
、
全
庁
的
な
業
務
と
予
算
の
大
幅
な

見
直
し
に
よ
り
経
常
的
経
費
の
抑
制
に

努
め
る
。

全
庁
的
な
業
務
と
予
算
の
大
幅
な

見
直
し
と
は
。

AQ

高
騰
対
応
子
ど
も
の
未
来
応
援
事
業
費

に
お
け
る
消
耗
品
費
、
継
続
経
費
は
約

26
億
８
０
０
０
万
円
。

人
件
費
の
増
加
を
前
提
と
し
た
上

で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
経
常
収
支

比
率
の
上
昇
を
抑
え
る
の
か
。

財
源
確
保
に
努
め
つ
つ
、
既
存
事

業
の
見
直
し
や
改
善
に
よ
り
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
業
務
に
つ
な
が
る
よ
う
抑

制
を
図
る
。

財
政
構
造
の
改
善
に
あ
た
り
、
歳

入
確
保
と
歳
出
削
減
の
ど
ち
ら
に

重
点
を
置
く
の
か
。

歳
出
の
大
幅
な
見
直
し
と
、
ふ
る

さ
と
寄
附
や
企
業
誘
致
等
に
よ
る
歳
入

確
保
の
両
面
か
ら
財
政
構
造
を
改
善
し

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

QAQA

財政基盤の
さらなる強化が
求められる決算

2026.11.1 No.231 4①財政力指数…自分の収入で行政費をどれだけ賄えるかを示す指標。高いほど財政に余裕がある。
②経常収支比率…決まった支出に自由な収入が圧迫される度合いを示し、財政の柔軟性を表す。低いほど弾力性に富む。

語句
説明
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0.95

80

90

95

（％）
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令和 7年度6年度5年度4年度3年度

財政力指数

財
政
力
指
数

経
常
収
支
比
率

経常収支比率

85

▲財政力指数と経常収支比率グラフ

▲ウェルネスバレー企業誘致 （大府市 HP より）

▲ふるさと納税 （イメージ）

東浦町ふるさと納税返礼品限定
カリモク60 HIGASHIURA limited　巨峰

ミニトマト摘果ぶどうタンブラー スイーツクラフトビール

黒毛和牛 ぶどう

布地の色は
町特産品

「ぶどう（巨峰）」の
色をイメージし、
東浦町とカリモク
家具が共同開発
しました！

東浦町からのお礼の品（例）

東浦町で作られた農作物や
東浦町にある企業の商品などをPRしています。
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災
害
時
に
備
え
防
災
設
備
の
活
用

と
相
互
支
援
を
強
化

　

令
和
７
年
度
の
防
災
事
業
費
は

７
３
４
７
万
９
２
０
０
円
で
、備
品
購
入

費
は
３
７
５
６
万
９
６
４
０
円
で
し
た
。

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、避
難
所
環
境

の
改
善
に
向
け
た
防
災
設
備
を
導
入
。

　

平
時
の
活
用
状
況
と
、広
域
災
害
に

備
え
た
自
治
体・
事
業
者
と
の
相
互
支

援
体
制
を
問
い
ま
し
た
。

災
害
対
応
ト
イ
レ
カ
ー
と
ユ
ニ
ッ

ト
ハ
ウ
ス
は
、
平
時
に
町
内
イ
ベ

ン
ト
等
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た

か
。

年
度
末
導
入
の
た
め
７
年
度
の
実

QA

績
は
な
い
。
平
時
は
イ
ベ
ン
ト
や
防
災

訓
練
、
打
合
せ
場
所
等
に
使
う
計
画
で

あ
っ
た
。
８
年
度
、
ト
イ
レ
カ
ー
は
於

大
ま
つ
り
や
消
防
団
操
法
大
会
で
使
用

し
、
小
学
校
の
防
災
教
室
や
ジ
ュ
ニ
ア

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
で
も
展
示
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
は
打
合
せ
の
ほ
か
、

戦
没
者
追
悼
事
業
や
花
火
イ
ベ
ン
ト
の

休
憩
室
と
し
て
一
般
開
放
し
、
平
時
の

有
効
活
用
を
図
っ
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
広
域
災
害

を
見
据
え
、
国
の
災
害
対
応
車
両

登
録
制
度
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
、
自
治
体
間
の
相
互
支

援
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
進
捗
は
。

国
の
災
害
対
応
車
両
登
録
制
度
に

登
録
し
た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
カ
ー
の
購

入
先
に
災
害
時
の
協
力
を
打
診
し
、
可

能
な
範
囲
で
協
力
す
る
と
の
承
諾
を
得

QA

て
い
る
。

登
録
し
た
災
害
対
応
ト
イ
レ
カ
ー

を
、
実
際
の
被
災
地
支
援
に
活
用

し
た
実
績
は
あ
る
か
。

令
和
８
年
熊
本
地
震
で
は
、
国
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
被
災
地
へ
派
遣
し
、

ト
イ
レ
支
援
を
行
っ
た
。
今
後
も
他
自

治
体
や
関
係
事
業
者
と
連
携
し
、
災
害

時
の
相
互
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

避
難
所
の
衛
生
環
境
を
確
保
す
る

水
循
環
型
手
洗
い
ス
タ
ン
ド
と
水

循
環
型
シ
ャ
ワ
ー
は
、
平
時
に
ど

の
よ
う
に
活
用
し
た
か
。

役
場
ロ
ビ
ー
で
開
催
し
た
防
災

フ
ェ
ア
で
展
示
し
た
。
手
洗
い
ス
タ
ン

ド
は
防
災
課
で
常
時
展
示
し
、
町
民
の

防
災
意
識
の
啓
発
に
活
用
し
て
い
る
。

追
加
購
入
で
は
な
く
、
自
治
体
間

の
相
互
支
援
に
よ
っ
て
水
循
環
型

設
備
を
融
通
す
る
体
制
づ
く
り
は
、

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

製
品
を
扱
うW

O
TA

社
へ
協
定

QAQAQA

を
打
診
し
た
。
同
社
は
市
町
村
ご
と
の

協
定
で
は
な
く
、
県
単
位
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
実
現
に
向
け
、
自
治
体
間

の
相
互
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
る
。

愛
知
県
単
位
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
整
う
ま
で
、
本
町
は
個
別
の

災
害
時
協
力
に
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

個
別
災
害
で
の
協
力
に
つ
い
て
、

引
き
続
きW

O
TA

社
へ
支
援
を
打
診

す
る
。
県
の
仕
組
み
が
整
い
次
第
連
携

を
行
い
、
支
援
を
受
け
る
受
援
と
、
被

災
地
を
支
え
る
支
援
の
両
面
で
活
用
し

て
い
く
。

QA
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▲ユニットハウス

▲トイレカー

▲水循環型手洗いスタンド

▲東浦町防災マップ
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町の
財政を
見る！不納欠損とは

歳入すべき額を何らかの理由で徴収できず、今後もその見込みがないた
め、「納めていただくことができない」と決定すること。

町税は歳入において最も大きな比重
を占めています。令和7年度決算の
町税決算額は、93億9808万5466
円で、前年に比べ1億9698万5149
円増加しました。主に個人町民税が
3億3258万7000円、固定資産税1
億6659万1000円増加しました。
一方で、不納欠損額は389万3000
円減少し、個人町民税は特に大きく
減少しました。

不納欠損が減少

過去4年間の
不納欠損（個人町民税）の状況

６年度より１億5066万円
減少。
寄付件数の増加理由は、牛
肉をはじめ新たな返礼品の
追加、ポータルサイトの内
容が充実したこと等による
もの。
寄付額の減少に歯止めをか
けるためには、更なる返礼
品の開発や PR 手法の改善
等、工夫が求められる。

ふるさと納税額
寄付件数は増加するが寄付額は減少

ここに注目！

寄付金の使途の半数は
町政全般へ

▲不納欠損額と不納欠損人数

▲ふるさと寄附金の寄付額と寄付件数の推移
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（万円） （人）

不
納
欠
損
額

不
納
欠
損
人
数

4年度 5年度 令和7年度6年度

80人

361万円

112人

445万円

210人

1,214万円

159人

788万円

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 令和7年度6年度
0

1

2

3

4

5

6

7

寄
付
額

寄
付
件
数

0

1

2

3

4
（億円） （千件）

1,746件
1,514件

1,102件 1,058件

972件

3,854件

6億
1,875
万円

5億
496
万円

4億
2,579
万円

3億
1,030
万円

4億
9,178
万円

3億
4,112
万円



一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

※要約してあります

令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、歳
入
総
額
２
１
１
億

２
８
５
３
万
６
千
円
、歳
出
総
額
２
０
３
億
９
０
４
万

７
千
円
と
な
っ
た
。教
育
、子
育
て
、防
災
、福
祉
等
、町

民
生
活
を
支
え
る
施
策
の
推
進
を
評
価
す
る
。特
に
、体

育
館
へ
の
空
調
設
備
や
普
通
教
室
へ
の
電
子
黒
板
の
整
備
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
は
、町
民
の
暮
ら
し
の

安
心
に
直
結
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。一
方
、経
常
収
支

比
率
は
93・３
％
に
上
昇
し
、実
質
単
年
度
収
支
も
赤
字

と
な
っ
た
。財
政
基
盤
の
強
化
の
ほ
か
、人
材
確
保
、業

務
量
増
加
等
が
課
題
で
あ
る
。事
業
効
果
と
将
来
負
担

を
丁
寧
に
検
証
し
、持
続
可
能
な
町
政
運
営
を
強
く
要

望
し
、賛
成
討
論
と
す
る
。

暮
ら
し
を
支
え
未
来
へ
備
え
る

持
続
可
能
な
町
政
運
営
を

新
政
ク
ラ
ブ　
長な
が
さ
か坂　
知と
も
や
す泰 

議
員

町
民
が
物
価
高
騰
に
苦
労
す
る
な
か
、
公
共
施
設
や
役

場
の
建
て
替
え
に
備
え
た
公
共
施
設
等
再
整
備
基
金
等

が
令
和
７
年
度
末
で
42
億
円
を
超
え
て
お
り
、
財
政
調

整
基
金
の
残
高
を
30
億
円
以
上
残
す
必
要
が
あ
る
の
か
。

反
対
の
大
き
な
理
由
は
、
こ
の
財
政
調
整
基
金
を
含
め

た
税
金
の
使
い
方
に「
住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
」点
が
弱
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
時
間
外
勤
務
手
当
の
増
額
で
は
、
職
員
の
現
場
へ

の
過
度
な
負
担
が
あ
り
、
職
員
１
人
当
た
り
の
年
間
時

間
外
勤
務
が
７
年
度
１
７
６・
６
時
間
で
６
年
度

１
４
２・
５
時
間
か
ら
増
大
し
た
こ
と
も
反
対
の
理
由

で
あ
る
。

住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

税
金
の
使
い
方
で
あ
っ
た
か

日
本
共
産
党
ひ
が
し
う
ら　
杉す
ぎ
し
た下
久く

に

こ
仁
子 

議
員

令
和
７
年
度
の
主
な
施
策
と
し
て
、「
難
聴
者
へ
の
補

聴
器
購
入
補
助
金
」、「
小
中
学
校
屋
内
運
動
場
に
空
調

設
備
の
設
置
」、「
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
開

始
」「
書
か
な
い
窓
口
の
導
入
」等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
事
業
の
中
に
は
、
公
明
党
東
浦
が
要
望
・
推
進

し
て
き
た
も
の
も
あ
り
評
価
す
る
。

今
後
は
、
依
然
と
し
て
続
く
物
価
高
騰
で
、
家
計
に
打

撃
を
受
け
て
い
る
住
民
へ
の
継
続
的
な
生
活
支
援
の
実

施
、
災
害
に
強
い
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
、
よ
り
多
く
の
歳
入
を
増
や
す
努
力
と
と
も
に
、

真
に
必
要
な
事
業
を
精
査
し
て
推
進
す
る
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
お
願
い
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

物
価
高
騰
に
よ
る
継
続
的
な
生
活
支

援
と
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

公
明
党
東
浦　
赤あ
か
が
わ川　
操み
さ
え恵 

議
員

本
決
算
は
、
歳
入
総
額
は
２
１
１
億
２
８
５
３
万
６
千

円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

５
億
８
５
２
７
万
８
千
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
黒
字
と
な
り
、
税
収
等
に
よ
り
歳

出
を
賄
っ
た
。「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
、
町

の
賑
わ
い
創
出
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
。
避

難
所
の
環
境
改
善
と
学
校
施
設
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

と
し
て
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
導
入
等
、
実
施
さ
れ

た
各
事
業
を
通
し
て
、
町
民
に
寄
り
添
い
、
福
祉
向
上

に
努
め
た
決
算
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
扶
助
費
や
人
件

費
の
増
加
は
懸
念
で
あ
る
が
、
業
務
改
善
や
予
算
配
分

の
見
直
し
に
よ
り
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
や
全
世
代
が

居
場
所
や
役
割
を
実
感
で
き
る
決
算

清
流
会　
久ひ
さ
ま
つ松　
純た
だ
し志 

議
員

令
和
7
年
度
決
算
は
、
実
質
収
支
額
5
億
８
５
２
７
万

8
千
円
と
黒
字
を
確
保
し
て
財
政
力
指
数
も
０・
９
と

上
昇
し
た
。
一
方
懸
念
す
べ
き
点
は
経
常
収
支
比
率
の

上
昇
。
人
件
費
や
扶
助
費
の
義
務
的
経
費
が
増
加
し
、

今
後
も
継
続
的
に
必
要
に
な
る
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。
人
件
費
は
地
域
手
当
の
引
き
上
げ
、
扶
助
費
は

児
童
手
当
や
障
害
福
祉
で
必
要
と
な
る
経
費
で
削
減
で

き
る
も
の
で
な
い
。
今
後
は
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
し
な
が
ら
、
財
政
の
弾
力
性
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
学
校
体
育
館
空
調
設
備
の
整
備
は
、

児
童
生
徒
の
安
全
と
災
害
時
避
難
所
と
し
て
重
要
な
事

業
で
あ
る
。
賛
成
と
す
る
。

実
質
収
支
額
は
黒
字
、財
政
力
指
数
も

０・９
懸
念
は
経
常
収
支
比
率
の
上
昇

親
和
会　
山や
ま
し
た下　
享き
ょ
う
じ司 

議
員

賛 
成

賛 

成

賛 

成

賛 

成

2026.11.1 No.2317

令
和
７
年
度

決
算
を
チ
ェッ
ク
！

定例会最終日に、令和７年
度一般会計決算の内容につ
いて、５会派が賛成・反対
の討論を行いました。その
主な内容を紹介します。

令和７年度一般会計決算
賛否討論

反 

対



2026.11.1 No.231 8

一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

議案
番号 議　案　名 結果

報告８ 令和７年度東浦町健全化判断比率及び資金不足比率について

承認５ 令和８年度東浦町一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認を求める
ことについて 承認

承認６ 令和８年度東浦町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）の専決処
分の承認を求めることについて

認定３ 令和７年度東浦町土地取得特別会計決算の認定について

認定認定４ 令和７年度東浦町後期高齢者医療特別会計決算の認定について
認定５ 令和７年度東浦町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
認定６ 令和７年度東浦町下水道事業会計決算の認定について

議案45 東浦町の議会の議員及び長の選挙における電磁的記録式投票機を用いて
行う投票に関する条例の制定について

可決

議案46 東浦町税条例の一部改正について
議案47 東浦町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について
議案48 東浦町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について
議案49 東浦町景観条例の一部改正について

議案50 東浦町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例及び東浦町長等の
損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部改正について

議案53 令和８年度東浦町一般会計補正予算（第８号）
議案54 令和８年度東浦町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議案55 令和８年度東浦町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
議案56 令和８年度東浦町水道事業会計補正予算（第１号）
議案57 令和８年度東浦町一般会計補正予算（第９号）
議案58 令和８年度東浦町水道事業会計補正予算（第２号）
議案59 令和８年度東浦町一般会計補正予算（第10号）
意見書
案１

新たな定数改善計画の確実な実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び
拡充を求める意見書

全会一致で決定した案件

PickUp
3

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

９
月
１
日
～
17
日

9
月
定
例
会

9月定例会の概要
本会議【開会】
町から議案につ
いて説明。

9
1 本会議【一般質問】

12人の議員が町政全
般について質問。

本会議【議案質疑・委員会付託】
議員が議案について質疑。
議案審査を各常任委員会へ振り分け。

9
9

P12～

常任委員会
３常任委員会でそれぞれ付託
された議案を審査。
委員会としての賛否を決定。

・総務委員会
・こどもふくし委員会
・まちづくり委員会

9
10・11・14本会議【閉会】

３常任委員会委員長による審査
経過・結果報告および委員長報
告への質疑。議案討論・採決。

P10～

9
4・7

9
17

賛否が分かれた案件

PickUp
1

PickUp
2

※「議」は議長（採決に加わらない）、○は賛成、●は反対、－は本人に関する事案のため採決には加わらない

議案
番号 議　案　名 結果

新政クラブ 清流会 親和会 公明党東浦 庶民
倶楽部

日本共産党
ひがしうら 高志会

鏡
味　
昭
史

間
瀬　
元
明

前
田　
明
弘

北
野　
興
地

長
坂　
知
泰

三
浦　
雄
二

水
野　
久
子

間
瀬　
宗
則

久
松　
純
志

山
下　
享
司

大
川　
　
晃

秋
葉
富
士
子

赤
川　
操
恵

山
田　
眞
悟

杉
下
久
仁
子

森　
　
靖
広

認定１ 令和７年度東浦町一般会計決算の認定について
認定

議○○○○○○○○○○○○〇●○

認定２ 令和７年度東浦町国民健康保険事業特別会計決
算の認定について 議○○○○○○○○○○○○●●○

議案51 東浦町水道事業給水条例の一部改正について
可決

議○○○ ○○○○○○○○○〇●○
議案52 令和８年度東浦町一般会計補正予算（第７号） 議○○○○○○○○○○○○〇●○
発議１ 東浦町議会議員 大川晃議員に対する問責決議 議○○○○○○○○●－○○〇〇○
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

県
営
水
道
受
水
費
の

値
上
げ
時
期
、額
お
よ

び
町
へ
の
影
響
額
は
。

1
㎥
当
た
り
の
値
上

げ
は
、
令
和
6
年
10
月
に

26
円
か
ら
28
円
へ
。
8
年

4
月
に
32
円
へ
計
6
円
の

増
額
。
町
へ
の
影
響
額
は

年
間
約
３
２
０
０
万
円
。 

再
値
上
げ
抑
制
の
た

め
、
業
務
改
善
や
建

設
工
事
費
削
減
へ
の

取
り
組
み
は
。

検
針
・
開
閉
栓
作
業

の
委
託
、
量
水
器
調
達
。

近
隣
市
町
と
の
料
金
シ
ス

テ
ム
の
共
同
利
用
等
に
て

業
務
改
善
。

　
材
料
選
定
や
配
管
ル
ー

ト
の
検
討
に
て
耐
震
化
を

進
め
な
が
ら
経
費
削
減
に

努
め
る
。 

QAQA

今
回
の
料
金
改
定
で
安

定
的
な
水
道
事
業
経
営

が
可
能
と
な
る
か
。 

当
面
は
安
定
的
な
経

営
が
可
能
と
考
え
る
。
一

方
、
物
価
・
人
件
費
の
高

騰
や
今
後
の
県
営
水
道
受

水
費
の
動
向
は
不
透
明
。

　
社
会
経
済
情
勢
を
注
視
、

決
算
等
に
て
経
営
分
析
や

経
費
削
減
を
し
な
が
ら
、

安
全
・
安
心
な
水
の
安
定

供
給
に
努
め
る
。 

QA

水
道
事
業
の
継
続
的
・
安
定
的
な
運
営
の
た
め
審

議
会
答
申
に
よ
り
、
水
道
料
金
を
28
年
振
り
に
改

定
。

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

PickUp
1

視
覚
障
害
者
や
高
齢

者
等
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
の
操
作
が
で
き
な

い
、
ま
た
は
不
慣
れ

な
有
権
者
へ
の
対
応

は
。

実
際
に
端
末
に
触
れ

て
体
験
で
き
る
機
会
を
設

け
る
等
、
事
前
周
知
に
努

め
る
。

　
投
票
当
日
は
、
こ
れ
ま

で
の
自
書
式
投
票
と
同
様

に
代
理
投
票
制
度
を
利
用

で
き
る
。

　
代
理
投
票
で
は
、
投
票

所
従
事
者
１
名
が
選
挙
人

の
意
思
を
確
認
し
て
端
末

を
操
作
し
、
も
う
１
名
の

従
事
者
が
、
そ
の
指
示
ど

お
り
に
入
力
さ
れ
て
い
る

か
確
認
す
る
等
、
厳
正
か

つ
確
実
に
対
応
す
る
。

QA

期
日
前
投
票
所
で
も

電
子
投
票
を
実
施
す

る
の
か
。

ま
た
、従
来
の
自
書
式

投
票
に
お
け
る
白
票
は
、

電
子
投
票
で
は
ど
の

よ
う
な
扱
い
と
な
る

の
か
。

期
日
前
投
票
所
で
も
、

当
日
の
投
票
所
と
同
様
に

電
磁
的
記
録
式
投
票
機
に

よ
る
投
票
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
電
子
投
票
で
も

候
補
者
を
選
択
せ
ず
に
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
自
書
式
投
票
の
白
票

に
相
当
す
る
無
効
票
が
発

生
す
る
。

QA

電
子
投
票
に
お
け
る
仮
投
票
、機
器
操
作
に
不
慣
れ

な
有
権
者
へ
の
支
援
、期
日
前
投
票
、無
効
票
の
扱

い
を
確
認
し
た
。

電
子
投
票
の
導
入
で
投
票
方
法
や

有
権
者
へ
の
対
応
は
ど
う
変
わ
る
の
か

PickUp
2

　
学
校
現
場
で
は
、
い
じ

め
や
不
登
校
、
特
別
な
支

援
や
日
本
語
教
育
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応

等
、
教
育
課
題
が
多
様

化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
教
育
を
行
う
た

め
に
は
、
教
職
員
の
十
分

な
配
置
が
不
可
欠
で
す
。

　
10
年
度
ま
で
の
新
た
な

定
数
改
善
計
画
で
は
、
中

学
校
の
35
人
学
級
へ
の
段

階
的
移
行
、
養
護
教
諭
の

複
数
配
置
基
準
の
改
善
、

小
学
校
4
年
生
の
教
科
担

任
制
の
拡
大
等
が
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
初
の
要
求

か
ら
縮
減
さ
れ
た
内
容
も

あ
り
、
十
分
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
国
に
対
し
、

計
画
を
確
実
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
少
人
数
学
級

の
さ
ら
な
る
拡
充
を
含
む

次
期
計
画
を
策
定
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
の
機
会
均

等
と
水
準
確
保
の
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
し
、
国
庫
負
担

率
を
2
分
の
1
へ
復
元
す

る
た
め
、
十
分
な
教
育
予

算
を
確
保
す
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

教
職
員
の
定
数
改
善
や
少
人
数
学
級
の
さ
ら
な
る

拡
充
、
十
分
な
教
育
予
算
の
確
保
を
国
に
要
望
し

ま
し
た
。 政

府
の
教
育
予
算
の
拡
充
等
を
求
め
て

意
見
書
を
提
出 

PickUp
3

▲電子投票機

関連 P11

関連 P10、19
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一般会計
決算

ト
イ
レ
カ
ー
の
活
用
と

備
蓄
の
見
直
し

　
ト
イ
レ
カ
ー
等
の
防
災
資
機
材
を
購

入
し
、飲
料
水
や
ア
ル
フ
ァ
化
米
等
の
防

災
備
蓄
を
進
め
た
。

ト
イ
レ
カ
ー
導
入
後
の
運
用
訓
練

と
活
用
状
況
は
。

令
和
７
年
度
末
納
車
の
た
め
訓
練

は
未
実
施
。８
年
度
は
於
大
ま
つ
り
や

消
防
団
操
法
大
会
で
実
際
に
使
用
し
た
。 

QA

パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
等
水
を
使
わ
ず

に
食
べ
ら
れ
る
食
品
の
備
蓄
も
有
効
。

価
格
や
保
存
期
限
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

栄
養
面
等
を
考
慮
し
今
後
調
査
を
行
う
。

飲
料
水
は
５
０
０
㎖
と
１・
５
ℓ
そ
れ

ぞ
れ
の
利
点
を
踏
ま
え
て
、
用
途
に
応

じ
た
備
蓄
を
検
討
し
て
い
く
。

一般会計
決算

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
導
入
の

効
果
と
成
果

　

職
員
が
個
人
の
固
定
席
を
持
た
ず
、

出
庁
す
る
た
び
に
自
由
に
席
を
選
ん
で

働
く
オ
フ
ィ
ス
の
運
用
ス
タ
イ
ル
を
導

入
し
た
。。

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
導
入
に
よ
る
効
果
は
。

課
や
部
を
越
え
た
打
合
せ
の
実
施

や
事
務
状
況
に
応
じ
た
作
業
場
所
の
変

更
等
、柔
軟
な
働
き
方
が
実
践
さ
れ
、ス

ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
と
職
員
間
の
連
携

に
お
い
て
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
た
。

AQA

　
実
際
の
使
用
を
通
じ
て
運
用
方
法
を

確
認
し
、給
水
や
衛
生
管
理
等
の
課
題

も
把
握
し
、今
後
の
運
用
に
生
か
す
。災

害
時
に
迅
速
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
平

時
か
ら
実
践
的
な
運
用
を
進
め
る
。

断
水
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
ア

ル
フ
ァ
化
米
以
外
の
備
蓄
食
料
や
飲

料
水
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。

Q

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
導
入
後
の
会
議

ス
ペ
ー
ス
や
書
類
量
の
変
化
を
伺
う
。

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
ウ
ェ
ブ
会
議

ブ
ー
ス
を
整
備
し
会
議
室
不
足
の
緩
和

に
寄
与
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
等
の
ロ
ッ

カ
ー
収
納
で
机
上
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。

一般会計
補正予算

電
子
投
票
に
よ
る

開
票
短
縮
と
職
員
削
減

　
電
子
投
票
で
開
票
を
効
率
化
し
開
票

時
間
短
縮
。職
員
数
削
減
や
費
用
対
効

果
も
含
め
導
入
判
断
し
た
。

電
子
投
票
の
導
入
で
、開
票
時
間
や

職
員
数
は
ど
の
程
度
削
減
で
き
る
か
。

開
票
時
間
は
約
１
時
間
短
縮
で
き
る

見
込
み
。開
票
に
従
事
す
る
職
員
も
約

３
分
の
２
削
減
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

電
子
投
票
に
係
る
債
務
負
担
行
為

の
内
容
と
費
用
対
効
果
は
。

機
器
レ
ン
タ
ル
費
や
投
開
票
時
の
人

的
支
援
を
含
む
経
費
を
計
上
し
た
。国

の
交
付
税
措
置
も
あ
り
、正
確
性
や
効

率
化
も
含
め
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。

QAQAQA

総
務
委
員
会

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

常
任
委
員
会
３
委
員
会
で
徹
底
調
査

常
任
委
員
会
と
は
？

そ
の
部
門
に
属
す
る
町

の
事
務
に
関
す
る
調
査

を
行
い
、議
案
・
請
願
・

陳
情
等
を
審
査
し
ま
す
。

本
町
議
会
で
は
、
３
常

任
委
員
会
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

総
合
計
画
、広
報
、財
政
、Ｄ
Ｘ
推
進
、税
務
、

庁
舎
管
理
、選
挙
、防
災
、戸
籍
等
に
関
す

る
こ
と

総
務
委
員
会

学
校
教
育
、保
育
園
、生
涯
学
習
、ス
ポ
ー
ツ
、

図
書
館
、健
康
、高
齢
者・
障
が
い
福
祉
、

保
険・年
金
等
に
関
す
る
こ
と

こ
ど
も
ふ
く
し

委
員
会

交
通
安
全
、防
犯
カ
メ
ラ・啓
発
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、ご
み
、環
境
、農
業
、消
費
生
活
、観
光
、

都
市
計
画
、バ
ス
、公
園
、建
築
、道
路
、河
川
、

防
犯
灯
、上
下
水
道
等
に
関
す
る
こ
と

ま
ち
づ
く
り

委
員
会

▲電子投票機のデモ

▲トイレカーの中

▲フリースペース

一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問
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一般会計
決算

に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

　
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
団
体
へ
、活
動

経
費
を
補
助
。イ
ベ
ン
ト
の
定
着
を
図

り
開
始
３
年
目
ま
で
が
支
援
対
象
。

に
ぎ
わ
い
創
出
補
助
金
の
成
果
は
。

５
団
体
に
交
付
し
、
民
間
団
体
が

持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
実
施
さ
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
自
立
的
か
つ
持
続
的
な

開
催
に
つ
な
げ
る
た
め
、
８
年
度
か
ら

最
大
３
年
ま
で
の
継
続
申
請
を
可
能
と

し
、
補
助
金
交
付
終
了
後
も
組
織
や
資

金
調
達
等
の
支
援
を
続
け
る
。

QA

水道事業会計
補正予算

水
道
料
金
改
定
に
伴
う
負
担
軽
減

の
た
め
基
本
料
金
の
一
部
を
減
免

　
料
金
改
定
で
上
昇
す
る
水
道
料
金
の

基
本
料
金
分
を
減
免
す
る
こ
と
で
影
響

を
緩
和
し
、負
担
軽
減
を
図
る
。

住
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

検
針
票
と
一
緒
に
チ
ラ
シ
を
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
公

式LIN
E

、
役
場
庁
舎
お
よ
び
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
チ
ラ
シ
配
置
、
町

運
行
バ
ス「
う
・
ら
・
ら
」車
内
広
告
、

町
指
定
工
事
店
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
等
で

周
知
。水

道
基
本
料
金
の
減
免
期
間
を
４

カ
月
と
し
た
理
由
は
。 

議
会
の
要
望
を
受
け
、
減
免
方
法

を
検
討
。
各
家
庭
等
の
料
金
試
算
を
行

い
、
使
用
者
の
激
変
緩
和
の
観
点
、
厳

し
い
財
政
状
況
と
財
政
負
担
等
を
踏
ま

え
、
４
カ
月
が
妥
当
と
判
断
し
た
。

QAQA

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

一般会計
決算

若
者
の
海
外
挑
戦
を
応
援

　
町
内
在
住
の
12
歳
以
上
22
歳
以
下
の

中
学
生
か
ら
大
学
生
等
の
若
者
に
対
し
、

海
外
挑
戦
プ
ラ
ン
等
の
参
加
費
用
を
1

人
に
つ
き
最
大
１
０
０
万
円
を
補
助
。

若
者
の
海
外
挑
戦
応
援
事
業
の
実

施
内
容
と
成
果
は
。 

17
人
が
応
募
。

そ
の
う
ち
中
学
2

年
生
か
ら
大
学
4

年
生
の
9
人
を
選

定
。
7
カ
国
へ
渡
航

し
た
。
挑
戦
機
会
の

創
出
と
、
若
者
の
活

動
を
広
く
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

 一般会計
決算

補
聴
器
の
購
入
を
助
成

難
聴
者
補
聴
器
購
入
費
補
助
の
申

請
者
の
年
代
別
人
数
は
。

40
代
1
人
、
50
代
2
人
、
60
代
2
人
、

70
代
20
人
、
80
代
39
人
、
90
代
4
人
の

計
68
人
で
あ
る
。

QAQA

補
聴
器
購
入
費
補
助
が
当
初
予
算

を
上
回
っ
た
こ
と
を
ど
う
評
価
す

る
か
。 

近
隣
実
績
か
ら
30
件
程
度
を
見
込

ん
だ
が
68
件
と
な
り
、

一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ
っ

た
と
捉
え
て
い
る
。 

一般会計
決算

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導
入

で
保
育
環
境
を
サ
ポ
ー
ト

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
保
育
士

の
負
担
軽
減
や
保
育
の
質
向
上
に

ど
う
つ
な
が
っ
た
か
。 

出
欠
・
延
長
保
育
利
用
の
把
握
、

連
絡
・
配
布
作
業
を
効
率
化
し
、
園
児

対
応
、
保
育
準
備
、
情
報
共
有
の
時
間

を
確
保
し
た
。

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
保

護
者
の
利
便
性
向
上
は
。 

連
絡
や
配
布
物
確
認
、
写
真
閲
覧
・

購
入
、
保
育
活
動
の
確
認
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
可
能
と
な
り
、
園
と
家
庭
の

相
互
理
解
に
も
つ
な
が
っ
た
。

QAQAQA

こ
ど
も
ふ
く
し
委
員
会

▲コドモンアプリ

▲ランタンフェスティバル

▲レペゼン東浦

一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

C O N T E N T S
子育て・教育
●子どもの睡眠についての取り組みは
		  秋葉富士子　P13
●町内の小学校英語教育の現状と課題は 
●町内小学校の登下校の現状と課題は
		  前田　明弘　P13
●不登校支援の充実を	 北野　興地　P14
●不登校児童生徒の学びの支援は
		  赤川　操恵　P16
●不登校児童・生徒に温かい支援を
		  山下　享司　P17

くらし
●石浜・生路にも資源ごみステーションを！　
		  間瀬　元明　P14
●ごみステーションの環境改善と家庭系ごみ
	 の減量目標達成を	 赤川　操恵　P16
●ジャンボタニシの駆除とコメ収穫被害 

救済補助を	 山田　眞悟　P18
●資源ごみ盗難防止対策は	 大川　　晃　P18

その他
●非核・平和都市として理念継承と平和行政
	 の推進を	
●超過勤務時間解消に向けた取り組み
	 の進捗状況は
●ハラスメントの根絶と未然防止で
	 住民サービス向上を	 杉下久仁子　P15
●町施設の管理運営と指定管理者制度の活用を
●町職員の適正な労働時間管理と
	 メンタルヘルス対策は	 森　　靖広　P15
●副首都法は歓迎できるものか	
●町長の政策指針「東浦町をアップデート！
	 ～ここから、未来へ～ ロードマップ」
	 の進展は順調か	 山田　眞悟　P18

まちづくり
●大人気の於大公園！東浦っ子を優先に
●早く開通して藤江線！	 間瀬　元明　P14
●名古屋半田線、知多刈谷線の道路工事の現況は！	

	 間瀬　宗則　P16
●まちづくりで都市基盤整備に求められるものは	

	 久松　純志　P17
●主要地方道「名古屋碧南線」橋梁架け替え工事

の進捗は	 山下　享司　P17

安全・安心
●大規模災害に備えて	 秋葉富士子　P13
●町民の命を守る防災対策を
		  北野　興地　P14
●住民参加による「災害時電源ネットワーク
	 づくり」の推進を！	 間瀬　宗則　P16

健康・福祉
●高齢者エアコン設置補助事業の拡充を
		  大川　　晃　P18

町政を問う！
９月４日・7日一般質問

一般質問とは？
　皆さんの生活に関わる大切な事柄につい
て、議員が提言も含めて町に考えを聞きます。
　今回の一般質問で、あなたの生活に関わ
る内容はありますか？

16人中12人が登壇

スマートフォンやパソコンから
ご自宅でも議会の様子をリア
ルタイムでご覧いただけます。
身近な町政を知る機会として
ぜひお気軽にご覧ください。

YouTube にて議会映像 配信中！LIVE
定例会・委員会も
ライブ中継します！

また、各議員の記事に掲載の二次元コードを読み込むと、
その議員の一般質問の様子を動画でご覧いただけます。



一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

乳
幼
児
期
の
睡
眠
に
つ
い
て
の
本

町
の
取
り
組
み
は
。

妊
娠
期
か
ら
乳
幼
児
期
に
か
け
て

乳
幼
児
の
睡
眠
を
含
め
た
生
活
習
慣
の

形
成
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。
妊
婦
訪
問
、
出
産
後
の
電
話

相
談
、
訪
問
等
で
新
生
児
の
睡
眠
の
特

性
と
発
達
段
階
に
応
じ
た
睡
眠
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
乳
幼
児
健
診
に
お
い
て
は
、
保
健
師

等
の
専
門
職
が
乳
幼
児
の
発
育
・
発
達

状
況
の
確
認
と
と
も
に
、
適
切
な
睡
眠

環
境
や
生
活
リ
ズ
ム
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
相
談
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

大
規
模
災
害
に
備
え
て

上
下
水
道
の
寸
断
・
停
電
時
に
簡

易
ト
イ
レ
の
備
蓄
活
用
を
更
に
広

く
住
民
に
啓
発
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
が
、
見
解
は
。

引
き
続
き
、
町
広
報
紙
、
防
災
訓

練
等
で
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
重
要
性
等

に
つ
い
て
啓
発
し
、
町
全
体
の
防
災
力

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

QAQA

前前
ま え だま え だ

田田　　明明
あきひろあきひろ

弘弘
議員議員

秋秋
あ き ばあ き ば

葉葉富富
ふ じ こふ じ こ

士子士子
議員議員

愛
知
県
が
委
託
事
業
と
し
て
実
施

し
た「
睡
眠
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
内

容
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
報
告
し
た「
睡

眠
教
育
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」を
小
中

学
生
の
睡
眠
の
取
り
組
み
に
活
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

本
町
の
取
り
組
み
に
有
用
な
教
材

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
養
護
教
諭
部
会
等
を
通
じ
て
各
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
参
考
資
料
と
し
て
活

用
を
推
進
し
て
い
く
。
併
せ
て
学
校
と

家
庭
が
連
携
し
た
取
り
組
み
に
つ
な
げ

て
い
き
、
必
要
に
応
じ
て
保
健
・
福
祉

分
野
の
関
係
部
署
と
も
連
携
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

QA

小
学
校
３・４
年
生
に
お
け
る
英
語

指
導
は
。

教
科
で
は
な
く
外
国
語
活
動
と
し

て
教
育
課
程
に
位
置
付
け
ら
れ
、
目
標

は
音
声
や
基
本
的
な
表
現
に
慣
れ
親
し

む
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
素

地
を
養
う
こ
と
で
あ
る
。

小
学
校
５・６
年
生
に
お
け
る
英
語

指
導
は
。

外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養
う
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
学
校
で
の

英
語
教
育
を
見
据
え
て
、
聞
く
こ
と
、

話
す
こ
と
に
加
え
て
、
読
む
こ
と
や
書

く
こ
と
の
活
動
も
本
格
的
に
取
り
入
れ

QAQA

て
い
る
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
動
の
方
向
性
は
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は
外
国
語
指
導
助
手
の

こ
と
で
あ
る
。
小
学
校
７
校
へ
２
名
、

中
学
校
３
校
へ
１
名
派
遣
し
て
い
る
。

各
校
を
巡
回
し
て
指
導
や
授
業
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
生
き
た
英
語
の
音
声

や
異
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
主
な
活
動
の
方
向
性
と
し
て
い
る
。

　
授
業
内
外
を
通
じ
て
児
童
生
徒
と
交

流
し
、
自
分
の
英
語
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
通
じ

た
と
い
う
実
感
や
達
成
感
を
得
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
る
。

小
学
校
の
登
下
校
の
現
状
と
課
題

個
別
登
校
に
切
り
替
え
る
考
え
は
。

集
団
登
校
の
持
つ
交
通
安
全
や
防

犯
上
の
意
義
を
保
護
者
に
十
分
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
学
校
や
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
対
応
を
模
索
し
な
が
ら
、

児
童
の
安
全
を
第
一
に
考
え
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。

QAQA

取
組
に
有
用
な
教
材
の
一
つ
で
あ
る

A 「
睡
眠
教
育
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
」活
用

Q

効
果
的
な
授
業
の
進
め
方
や
指
導
法

A 小
学
校
英
語
教
育
の

現
状
と
課
題
は

Q

▲小学校の英語教材

二次元コード

▲あいち健康の森健康科学総合センター
　あいち健康プラザ　　　　　　　　　
　睡眠教育サポートブック　　　　　　
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

北北
き た のき た の

野野　　興興
こ う じこ う じ

地地
議員議員

間間
ま せま せ

瀬瀬　　元元
もとあきもとあき

明明
議員議員

「
お
も
し
ろ
サ
イ
ク
ル
広
場
」の
混

雑
状
況
、
町
内
町
外
で
利
用
料
金

を
区
分
す
る
考
え
は
。

待
た
な
く
て
も
済
む
よ
う
な
運
用

方
法
に
つ
い
て
委
託
事
業
者
を
含
め
、

協
議
を
進
め
て
い
る
。
有
料
施
設
の
料

金
を
区
分
す
る
考
え
は
な
い
。

「
ふ
ん
す
い
ひ
ろ
ば
」は
、子
ど
も
の

水
遊
び
場
と
し
て
貴
重
な
た
め
、よ

り
多
く
稼
働
し
て
ほ
し
い
が
見
解
は
。

現
在
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で
と
し

て
い
ま
す
が
、
利
用
実
態
や
気
候
等
の

状
況
を
踏
ま
え
、
柔
軟
に
判
断
す
る
。

石
浜
・
生
路
に
も 

資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
！

石
浜
・
生
路
地
区
に
設
置
さ
れ
て

QAQAQ

い
な
い
が
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
必

ず
し
も
場
所
の
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
公
平

性
を
欠
く
と
は
考
え
て
い
な
い
。

住
民
の
声
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
見
解
か
。

町
の
窓
口
等
に
、
場
所
を
増
や
す

こ
と
の
意
見
・
要
望
は
な
い
。

石
浜
・
生
路
地
区
へ
常
時
出
す
こ

と
が
で
き
る
資
源
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
を
要
望
す
る
。

地
区
と
し
て
拠
点
回
収
場
所
の
設

置
は
希
望
さ
れ
て
い
な
い
。

早
く
開
通
し
て
藤
江
線
！

国
道
３
６
６
号
と
国
道
３
６
６
号

バ
イ
パ
ス
を
つ
な
ぐ
道
路
は
、
利

便
性
向
上
の
た
め
開
通
が
望
ま
れ

る
が
。

現
時
点
で
は
、
優
先
度
が
高
い
国

道
３
６
６
号
か
ら
町
道
藤
江
25
号
線
ま

で
の
区
間
を
整
備
す
る
計
画
。

AQAQAQA

町
民
へ
の
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

（
日
常
備
蓄
）の
普
及
と
習
慣
化
へ

の
啓
発
、
日
常
の
買
物
の
延
長
線

上
で
行
う
備
蓄
、
地
域
店
舗
と
の

連
携
は
。

防
災
マ
ッ
プ
や
町
広
報
紙
等
の
活

用
と
例
年
10
月
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
浦

の
防
災
フ
ェ
ス
で
の
啓
発
、
11
月
開
催

の
町
総
合
防
災
訓
練
で
は
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
②
に
適
し
た
商
品
等
を
紹
介

予
定
。

　
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
と
災
害

時
物
資
調
達
の
協
定
に
お
い
て
、
災
害

時
の
食
料
品
等
、
物
資
の
支
援
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
５
月
か
ら
車
中
泊
避
難

場
所
と
な
っ
た「
高
根
中
央
公
園
」へ

の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
を
。

下
水
道
管
等
の
被
災
で
使
用
で
き

QAQA

な
く
な
る
可
能
性
や
多
額
な
整
備
費
用

を
か
け
る
よ
り
、
簡
易
ト
イ
レ
や
仮
設

ト
イ
レ
等
で
対
応
可
能
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒
川
新
田
地
区
な
ど
か
ら
設
置
要

望
の
屋
外
拡
声
子
局
の
拡
充
は
。

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
子
局

は
津
波
や
高
波
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
浸

水
想
定
区
域
を
中
心
に
設
置
。
津
波
等

浸
水
想
定
の
な
い
同
地
区
へ
の
増
設
計

画
は
な
い
。

不
登
校
支
援
の
充
実
を

約
20
人
に
1
人
が
不
登
校
と
な
っ

て
い
る
。
不
登
校
支
援
を
教
育
行

政
だ
け
で
な
く
、
福
祉
・
子
育
て

支
援
を
含
め
た
町
全
体
の
重
要
施

策
と
す
る
考
え
は
。

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や

思
い
を
受
け
止
め
、
学
校
、
家
庭
、
関

係
部
署
関
係
機
関
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
応
じ
た
支
援
に
つ
な
げ
る
。

　
対
話
と
対
面
交
流
を
基
盤
と
し
た
多

様
な
学
び
の
機
会
を
確
保
し
、
不
登
校

支
援
体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
る
。

QAQA

相
互
利
用
協
定
で
他
住
民
と
同
様
の
金
額

A 於
大
公
園
！

東
浦
っ
子
優
先
に

Q

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
①
の
視
点
で
取
組
む

A 町
民
の
命
を
守
る

防
災
対
策
を

Q

①フェーズフリー…「日常時」と「非常時」の区別（フェーズ）をなくし（フリー）、普段の生活で便利なモノやサービスを災害時にも役立てる新しい防災の概念
②ローリングストック…日常備蓄。日常の食品や日用品を多めに買い、使った分を買い足すことで、常に一定の備蓄を保つ方法

語句
説明

於大公園
案内板

 

駐車場

しもひるもいけ

下蛭藻池

遊具広場

オニバス池

展望エントランス

ハナモモの丘

プレーパーク

梅見の丘

菖蒲園
薬草園

ハーブ園

待合小屋

大楠

竹林

桜見の丘

芝生広場

水辺デッキ

緒川城主三代の墓

階段があります
すれ違いが
できないくらいの
細い道です

役場の駐車場まで
徒歩 3分

公園管理事務所
このはな館

マレットゴルフ場
東浦町役場
職員駐車場

東浦町役場

大池

バラ園

藤棚

中池

おもしろ
サイクル広場

ふれあい
ファミリー広場

健康遊具

（6～12歳）（6～12歳）

幼児用遊具
（６歳未満）
幼児用遊具
（６歳未満）

水遊び場水遊び場
バーベキュー広場　　要予約

於大公園西

東浦役場前

濁池西

緒川小南

猪伏釜

→刈谷

緒川小学校南

東浦町役場

出入口

出入口

出入口

出入口

出入口

出入口

出入口

▲於大公園

▲防災マップ
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

森森
もりもり

　　　　靖靖
やすひろやすひろ

広広
議員議員

杉杉
すぎしたすぎした

下下久久
く に こく に こ

仁子仁子
議員議員

潜
在
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
放
置

す
れ
ば
、
職
員
が
安
心
し
て
業
務

に
向
き
合
え
ず
、
結
果
と
し
て
住

民
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
リ
ス
ク
が

あ
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た

め
に
も
、
全
職
員
対
象
に
実
態
把

握
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
の
決
断
を
伺
う
。

人
事
課
内
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談

窓
口
の
設
置
等
を
行
い
、
相
談
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
は
、
内
容
に
応
じ
て
弁
護

士
に
相
談
し
、
公
平
で
透
明
性
の
あ
る

対
応
を
心
掛
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
管
理
職
を
含
む
全
職
員
を
対

象
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
行
っ
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
対
策
を
進
め
て
い
る
た
め
、

現
時
点
で
ア
ン
ケ
ー
ト
が
必
要
と
考
え

て
い
な
い
が
、
必
要
な
改
善
が
あ
れ
ば

柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

超
過
勤
務
時
間
解
消
の

取
り
組
み
状
況
は

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導

入
検
討
状
況
を
伺
う
。

QAQ

部
署
に
よ
り
運
用
の
調
整
が
難
し

い
面
も
あ
り
、
制
度
の
導
入
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
令
和
８
年
７
月
か
ら
夜

間
や
土
・
日
・
祝
日
の
職
員
の
業
務
用

パ
ソ
コ
ン
の
利
用
制
限
措
置
を
開
始
し
、

約
11
時
間
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を

確
保
で
き
る
状
況
に
な
る
。

非
核
・
平
和
都
市
と
し
て
の 

理
念
継
承

町
が
非
核
・
平
和
宣
言
に
込
め
た

決
意
を
ど
の
よ
う
に
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
の
か
見
解
を
伺
う
。

役
場
ロ
ビ
ー
等
で
非
核
・
平
和
パ

ネ
ル
展
を
開
催
す
る
等
の
事
業
を
通
じ

て
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
。

AQA

過
去
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、ス

ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
提
案
後
、庁
内
で
ど
の
よ

う
な
調
査
や
検
討
を
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、当
時
の
答
弁
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
に
対
す
る
町
の
認

識
や
考
え
方
に
変
化
が
あ
る
の
か
。

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
で
の
提

案
を
契
機
と
し
て
、
近
隣
市
町
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
で
指
定
管
理
を
受
託
す
る

複
数
の
事
業
者
に
対
し
、
改
め
て
調
査

を
実
施
し
た
。

　
本
町
の
現
在
の
利
用
状
況
お
よ
び
管

理
運
営
に
係
る
経
費
等
の
諸
条
件
を
総

合
的
に
勘
案
す
る
と
採
算
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
い
旨
の
回
答
で
あ
っ
た
。

QA

　
制
度
活
用
の
基
本
的
な
考
え
方
は
変

わ
ら
な
い
が
、
現
時
点
で
導
入
は
難
し

い
。公

共
施
設
再
配
置
の
進
捗
を
踏
ま
え
、

管
理
運
営
の
基
本
的
な
方
向
性
を 

ど
の
段
階
ま
で
に
決
定
す
る
考
え
か
。

民
間
事
業
者
の
参
入
意
向
や
提
案

内
容
の
把
握
に
つ
い
て
は
基
本
計
画
の

検
討
段
階
で
、
民
間
事
業
者
へ
の
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施
予
定
。

職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
を
強
制
的
に
シ
ャッ

ト
ダ
ウ
ン
す
る
取
り
組
み
の
開
始
時

期
は
。ま
た
、業
務
の
優
先
順
位
の
付

け
方
、仕
事
の
進
め
方
や
業
務
分
担
、

職
場
全
体
の
働
き
方
の
見
直
し
は
。

８
年
７
月
開
始
。
平
日
21
時
以
降

は
原
則
終
了
し
、
約
11
時
間
の
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
確
保
。
管
理
職
は
夕

礼
に
お
い
て
、
時
間
内
に
業
務
を
終
え

る
た
め
に
、
仕
事
の
進
め
方
や
業
務
分

担
等
を
見
直
し
て
い
る
。

QAQA

ア
ン
ケ
ー
ト
必
要
と
は
考
え
て
い
な
い

A ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を

Q

民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用

A 指
定
管
理
者
制
度
の

活
用
は

Q

▲核廃絶と恒久平和を願って
（今年の非核・平和パネル展、東浦町役場）

▲住民ニーズを効果的に対応する為
「指定管理者制度」の導入を（案）
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

赤赤
あかがわあかがわ

川川　　操操
み さ えみ さ え

恵恵
議員議員

間間
ま せま せ

瀬瀬　　宗宗
むねのりむねのり

則則
議員議員

既
存
の
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

担
任
等
が
電
話
連
絡
や
家
庭
訪
問

を
継
続
し
、
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。不

登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
る
か
伺
う
。

児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
、
担
任

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
、
必
要
に
応

じ
て
学
習
面
や
心
理
面
で
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

愛
知
県
は
令
和
８
年
度
か
ら
校
内
外

の
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
中
学

QAQAQ

生
を
対
象
に
、メ
タ
バ
ー
ス
空
間
を

活
用
し
た「O

N
E STEP

み
ら
い
」を

開
始
。対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

生
徒
や
保
護
者
へ
ど
の
よ
う
に
情
報

提
供
を
行
っ
た
か
伺
う
。

担
任
等
が
電
話
連
絡
等
で
行
っ
た
。

現
時
点
で
は
利
用
を
希
望
す
る
生
徒
は

い
な
か
っ
た
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
環
境
改
善
を

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
被
害

の
状
況
把
握
と
対
策
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

散
乱
被
害
は
繫
殖
期
を
迎
え
る
４

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
増
加
。
生
ご
み

を
含
む
燃
え
る
ご
み
が
回
収
日
の
前
夜

か
ら
出
さ
れ
て
い
る
と
、
散
乱
被
害
に

あ
う
可
能
性
が
高
く
な
る
。
対
策
と
し

て
、
カ
ラ
ス
よ
け
ネ
ッ
ト
を
設
置
。

ネ
ッ
ト
で
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

正
し
い
方
法
で
利
用
す
れ
ば
、
有

効
な
対
策
と
考
え
る
。

AQAQA

名
古
屋
半
田
線
、
知
多
刈
谷
線
の

用
地
取
得
の
最
新
の
状
況
は
。

８
年
８
月
末
時
点
で
取
得
済
み
用

地
の
面
積
割
合
は
各
々
約
９
割
。

名
古
屋
半
田
線
の
８
年
度
に
着
手

す
る
工
事
内
容
は
。

埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
調
査
実
施
の

た
め
支
障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
お
よ
び

整
地
工
事
に
秋
ご
ろ
か
ら
着
手
予
定
。

８
年
度
の
工
事
着
手
に
あ
た
り
住

民
へ
の
説
明
、
周
知
は
。

試
掘
調
査
前
の
準
備
で
あ
り
、
緒

川
新
田
区
役
員
へ
工
事
概
要
等
を
説
明
、

当
該
区
域
内
に
回
覧
等
で
案
内
す
る
。

道
路
築
造
工
事
は
い
つ
か
ら
始
ま

る
の
か
。
住
民
説
明
会
の
開
催
は
。

埋
蔵
文
化
財
調
査
の
結
果
等
を
踏

ま
え
て
判
断
す
る
。
工
事
着
手
前
に
住

民
説
明
会
を
開
催
す
る
。

知
多
刈
谷
線
の
本
町
内
の
工
事
は

い
つ
始
ま
る
の
か
。住
民
説
明
会
は
。

QAQAQAQAQ

10
年
度
以
降
、
道
路
高
架
部
の
橋

脚
や
基
礎
工
事
に
着
手
す
る
。
工
事
着

手
前
に
住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
。

道
路
の
完
了
予
定
時
期
は
。

名
古
屋
半
田
線
が
11
年
度
末
、
知

多
刈
谷
線
が
12
年
度
末
と
公
表
。

災
害
発
生
時
の
長
期
停
電
へ
の
備
え

「
災
害
時
電
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
」の
取
り
組
み
の
見
解
は
。

電
動
車
両
を
活
用
し
た
住
民
参
加

型
の
支
え
合
い
は
、
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
る
。

AQAQA

状
況
に
応
じ
取
り
組
ん
で
い
る

A 不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支
援
は

Q

樹
木
の
伐
採
に
秋
ご
ろ
か
ら
着
手

A 名
古
屋
半
田
線
令
和

８
年
度
の
工
事
内
容

Q

▲「O
N

E STEP 

み
ら
い
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
出
典
：
愛
知
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

▲名古屋半田線・知多刈谷線ルート図

◆名古屋半田線               
・延長：約2.4ｋｍ（東浦町：約1.2ｋｍ、阿久比町：約1.2

ｋｍ）、信号交差点４箇所設置
・幅員：22ｍ（４車線・中央分離帯あり）
◆知多刈谷線
・延長：約1.2ｋｍ（鉄道高架影響部：約0.4ｋｍ）
・幅員：一般部23ｍ（２車線）　※知多市境から名古屋半田

線区間高架部11ｍ（名鉄河和線道路高架）
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

山山
やましたやました

下下　　享享
きょうじきょうじ

司司
議員議員

久久
ひさまつひさまつ

松松　　純純
た だ した だ し

志志
議員議員

令
和
２
年
度
か
ら
12
年
度
ま
で
の

東
浦
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
中
間
点
を
過
ぎ
、以
下
３
点
に

つ
い
て
現
状
と
今
後
の
展
開
と
課

題
を
検
証
。本
町
の
土
地
利
用
の
現

状
と
今
後
の
方
針
は
。

土
地
利
用
構
想
図
の
区
分
に
よ
り
、

工
業
検
討
地
・
新
産
業
地
・
既
存
工
業

地
と
し
て
整
備
さ
れ
、
企
業
誘
致
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
計
画
的
に
基

盤
整
備
を
進
め
、
産
業
用
地
と
し
て
土

地
利
用
を
図
っ
て
い
く
。

　
12
年
に
向
け
、
高
規
格
道
路
名
古
屋

三
河
道
路
が
愛
知
県
に
よ
る
都
市
計
画

決
定
に
向
け
た
手
続
き
に
合
わ
せ
、
本

町
も
道
路
整
備
を
見
据
え
町
内
の
都
市

計
画
道
路
網
の
見
直
し
や
、
土
地
利
用

の
検
討
を
進
め
る
。

QA

活
性
化
の
軸
と
な
る
道
路
整
備
の
現

状
と
12
年
度
に
向
け
た
展
開
は
。

幹
線
道
路
の
う
ち
、
現
在
、
都
市

計
画
道
路
知
多
刈
谷
線（
完
了
予
定
時

期
12
年
度
末
）・
緒
川
南
北
線（
暫
定
供

用
開
始
予
定
時
期
10
年
度
）・
藤
江
線

（
23
年
頃
の
開
通
の
目
標
）の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
整
備
に
向
け
て
は
依
然

と
し
て
様
々
な
課
題
が
残
さ
れ
名
古
屋

三
河
道
路
の
影
響
を
踏
ま
え
た
上
で
各

都
市
計
画
道
路
の
必
要
性
や
整
備
効
果

を
見
極
め
る
こ
と
の
必
要
が
あ
る
。

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
は
。

持
続
可
能
で
利
便
性
の
高
い
公
共

交
通
を
維
持
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
と

し
て
、
自
動
運
転
技
術
を
搭
載
し
た
車

両
の
活
用
、
地
域
住
民
が
支
え
合
う
移

動
支
援
で
あ
る「
ウ
ラ
・
う
ら
ら
」と

い
っ
た
共
助
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
検

討
。
利
用
促
進
を
推
進
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
施
策
と
連
携
し
誰
で
も
使
い
や
す

い
公
共
交
通
の
充
実
を
図
る
。

QAQA

県
外
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
①
等
の

利
用
に
保
護
者
の
経
済
的
負
担
が

伴
う
。
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
支
援
を
。

先
進
地
や
他
自
治
体
に
お
け
る
補

助
制
度
の
対
象
や
内
容
、
利
用
状
況
、

効
果
、
課
題
を
調
査
し
、
支
援
の
あ
り

方
を
研
究
し
て
い
く
。

本
町
の
民
間
施
設
で
は
ど
の
よ
う

な
種
類
の
施
設
が
い
く
つ
あ
る
の
か
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の「
ぽ
ぷ
り
」は

学
校
や
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
以
外
で
、

不
登
校
児
童
生
徒
に
学
習
活
動
、
教
育

相
談
を
通
じ
社
会
的
に
自
立
す
る
こ
と

を
目
指
す
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
オ
ル

QAQA

タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
②
の「
ほ
し
の

た
ね
」は
興
味
や
関
心
に
基
づ
い
た
柔

軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
、
児
童

生
徒
中
心
の
学
び
を
重
視
。
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
③
の「Subako.

」は
児
童
生
徒

の
居
場
所
、
交
流
の
場
と
し
て
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
場
所
を
提
供
し
て
い
る
。

各
1
箇
所
づ
つ
。

名
古
屋
碧
南
線
の 

橋
梁
架
け
替
え
工
事

10
年
以
上
前
か
ら
計
画
の
緒
川
地

区
か
ら
刈
谷
市
へ
至
る
4
橋
の
緒

川
橋
・
境
川
橋
・
逢
妻
橋
・
市
原

橋
の
架
け
替
え
工
事
の
用
地
買
収

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

本
町
地
内
は
一
部
用
地
取
得
が
行

わ
れ
た
。
令
和
７
年
度
末
時
点
で
は
取

得
面
積
割
合
は
本
町
内
が
5
割
、
刈
谷

市
内
は
交
渉
を
進
め
て
い
く
状
況
で
、

全
体
で
約
1
割
。

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

建
物
や
設
備
の
移
転
先
の
確
保
や

移
転
時
期
の
調
整
が
課
題
で
あ
る
。

QAQA

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を
検
討

A 都
市
基
盤
整
備
に

求
め
る
も
の
と
は

Q

支
援
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
く

A 不
登
校
児
童
生
徒
に

温
か
い
支
援
を

Q

①フリースクール…不登校の児童生徒が学習や体験活動を通して社会的自立を目指す居場所
②オルタナティブスクール…既存の学校とは異なる独自の教育理念やプログラムに基づき、個性を伸ばす学びの場
③フリースペース…児童生徒が、自分のペースで自由に過ごせる居場所、交流の場

語句
説明

▲東浦町都市計画マスタープラン

▲不登校に関する相談窓口等のパンフレット
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

大大
おおかわおおかわ

川川　　　　晃晃
あきらあきら

議員議員

山山
や ま だや ま だ

田田　　眞眞
し ん ごし ん ご

悟悟
議員議員

副
首
都
法
は
歓
迎
で
き
る
も
の
か

ど
う
か
町
の
見
解
を
求
め
る
。

愛
知
県
が
先
頭
に
立
ち
、
県
内
市

町
村
が
連
携
・
協
力
し
て「
副
首
都
」実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
全
面
的
に
賛

同
す
る
。

町
長
の
政
策
指
針
を
問
う

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
ビ

ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」を
問
う
。

総
合
戦
略
で
は
、「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
が
か
な
う
ま
ち
を
つ
く

る
」「
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
活
力
の
あ

る
ま
ち
を
つ
く
る
」「
地
域
資
源
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」の
基

本
目
標
を
定
め
て
進
め
て
い
る
。

役
場
職
員
の
採
用
状
況

役
場
機
能
の
強
化
・
活
性
化
の
提

起
、
カ
ム
バ
ッ
ク
採
用
、
県
へ
の

職
員
派
遣
の
実
態
、
子
育
て
部
分

休
暇
導
入
を
伺
う
。

愛
知
県
へ
の
派
遣
職
員
は
４
名
と

な
っ
て
い
る
。
子
育
て
部
分
休
暇
は
、

令
和
８
年
８
月
１
日
現
在
で
７
人
の
職

QAQAQA

員
が
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
駆
除
！

稲
を
食
い
荒
ら
す
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
の
駆
除
と
コ
メ
収
穫
被
害
救
済

補
助
を
求
め
る
。

冬
期
に
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付

金
を
活
用
し
て
用
排
水
路
の「
泥
上
げ
」

を
行
う
。
越
冬
個
体
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
等
被
害
情
報
を
共
有
し
て
被
害
防
止

策
を
取
り
組
む
。

QA

被
害
届
の
提
出
し
た
件
数
は
。

令
和
７
年
度
が
３
件
。
８
年
８
月

末
現
在
で
５
件
。

こ
れ
ま
で
の
対
策
と
効
果
は
。

被
害
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
で
は
十

分
な
抑
止
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
支
援
は
。

東
浦
町
犯
罪
行
為
等
対
策
防
犯
カ

メ
ラ
貸
与
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
１

カ
月
間
防
犯
カ
メ
ラ
を
無
償
で
貸
与
し

て
い
る
。

位
置
情
報
機
器
を
活
用
は
。

位
置
情
報
の
取
得
及
び
そ
の
利
用

に
は
、
法
的
な
整
理
を
要
す
る
面
も
あ

QAQAQAQA

る
こ
と
か
ら
、
実
証
の
可
否
や
実
施
方

法
に
つ
い
て
、
半
田
警
察
署
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

資
源
ご
み
等
持
ち
去
り
防
止
条
例

の
制
定
の
見
解
は
。

本
町
の
条
例
で「
町
長
の
指
定
す
る

事
業
者
以
外
の
者
は
、
資
源
ご
み
を
収

集
し
運
搬
し
て
は
な
ら
な
い
」と
定
め

て
い
る
が
、
罰
則
等
は
設
け
て
い
な
い
。

　
今
後
は
罰
則
規
定
の
整
備
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
先
行
自
治
体
の
事
例
や
そ

の
効
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
判
断
す
る
。

高
齢
者
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
金
事
業

成
果
検
証
と
支
援
対
象
の
拡
充
は
。

７
月
15
日
の
受
付
終
了
ま
で
に

７
８
９
件
の
申
請
が
あ
り
、当
初
想
定
し

て
い
た
執
行
残
高
約
８
５
０
万
円
を
大

き
く
上
回
っ
た
。

　
本
事
業
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
く
、エ

ア
コ
ン
の
設
置
や
買
い
替
え
を
促
す
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
子
育
て
世
帯
を

は
じ
め
、多
世
代
へ
対
象
を
拡
大
す
る
こ

と
を
、現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

QAQA

オ
ー
ル
愛
知
の
精
神
で
取
り
組
む

A 副
首
都
法
は

歓
迎
で
き
る
も
の
か

Q

見
過
ご
せ
な
い
問
題
と
認
識

A ア
ル
ミ
缶
の

盗
難
被
害

Q

▲稲を食い荒らすジャンボタニシ
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

　６月３日に開催され
た知多中部広域事務組
合議会臨時会を無断欠
席した大川晃議員に対
し、十分な説明責任を
果たしていないとして
謝罪等を求める問責決
議案が可決され、大川
議員が謝罪した。
※知多中部広域事務組

合議会議員の任期 
　令和７年５月14日から

傍聴された方にアンケート用紙を配付し、ご意見・
ご感想を聞きました。今定例会では32名に回答
いただきました。一部を要約して紹介します。

傍聴席の耳と目
傍聴された方にアンケート

一括質問と一括答
弁方式は聴く方が
疲れる。

質問と答弁が形式
的で本質的な理念
や政策の意図がよ
く分からない。

複数の議員で質問
が重複しており非
効率。議員間 で 質
問 を 共有 し、役割
分担できないか。

傍聴席から町当局
席が離れているので
誰が答弁しているの
か分かりにくい。

いただいたご意見・ご感想は、議会事務局だけでなく、議員と町
当局にも共有しております。ぜひ傍聴いただきアンケートにご
協力ください！次の定例会日程は裏表紙でご確認ください。

ぜひ傍聴いただきアンケートにご協力ください！

　町議会では、大規模災害発生時に被災地へ義援金を
贈っています。令和８年熊本地震におきましても、被
災地の早期復興を願い義援金（10万円）を熊本県に贈り
ました。
　甚大な被害を受けた皆様に、お見舞い申し上げると
ともに一日も早い復興を議員一同、心よりお祈りいた
します。

令和８年熊本地震被災地へ義援金を

制定の趣旨・経緯
地方自治法の改正により、議員個人が年間（一会計年
度）300万円以内で町との請負契約の締結が可能にな
りました。これを受けて、本町議会では透明性確保の
ため、請負の状況を公表することとしています。
令和7年度の請負報告はありませんでした。

「
大
川
　
晃
議
員

に
対
す
る
問
責
決
議
」

を
可
決

東浦町議会議員の
請負の状況の公表＼報告します／

8/25
㊋

第37回愛知県町村議会広報
研修会に参加しました！

５/31
㊐

東浦町消防団消防操法大会
に参加しました！

8/17
㊊

電子投票機の
デモ体験を
しました！

「東浦町の議会の議員及び長の選挙における電磁的記録式投票機を用いて
行う投票に関する条例」の制定に伴い、実際に端末を操作し利便性を確認し
ました。令和９年の町議会議員選挙と町長選挙から使用します。

議会
トピックス

G I K A I  T O P I C S

定例会だけじゃない！
議会の動き
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MORImom'（モリマム）

東浦町内で頑張る皆さんにお話を聴くコーナーです。

vol.27

東浦町 好きですか？
メンバー5人に聴きました。
好きレベル 人 数 理 由

55 ３人 ・自然とまちのバラン
スが良く住みやすい。44 ２人

33 ０人

22 ０人

11 ０人

1 2 3 4 5
好きレベル

ひがしうら
好き好き
グラフ人

数

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
110
120
130
140
150
160
170

0人
11人

61人

156人
167人

累積395人
令和２年２月１日発行号～

編
集
後
記

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

自
分
た
ち
の
得
意
を
活
か
し
、世
代

を
超
え
た
交
流
の
場
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
に
月
に
一
度
程
度
、み
ん
な
の
興

味
の
あ
る
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
い

う
形
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
森
岡
地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

東
浦
町
、
こ
う
だ
と
い
い
な
。

・
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
が
た
く
さ
ん

で
き
る
と
い
い
な
。

・
町
民
の
声
が
き
ち
ん
と
カ
タ
チ
に
な

る
ま
ち
に
な
る
と
い
い
な
。

・
少
し
閉
鎖
的
な
部
分
が
あ
る
の
で
、

も
う
少
し
色
々
な
面
で
柔
軟
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

東浦町議会
ホームページも
ご覧ください。

日 付 内 容
11月27日（金）議案の上程・説明
12月 ３日（木）一般質問４日（金）

９日（水）議案質疑・委員会付託
11日（金）まちづくり委員会
14日（月）こどもふくし委員会
15日（火）総務委員会
21日（月）討論・採決

12月定例会開催予定

場所：役場３階 議場
時間：一般質問は９：10～、その他は９：30～

https://www.town.aichi-higashiura.lg.jp/gyosei/gikai/

　
本
号
の
特
集
は
一
般
会

計
決
算
。
町
の
予
算
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
暮
ら
し

に
つ
な
が
っ
た
か
、
事
業

の
成
果
や
課
題
を
確
認
し

真
剣
に
審
査
を
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
来
年
の
東
浦

町
議
会
議
員
選
挙
と
東
浦

町
長
選
挙
で
電
子
投
票
の

導
入
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
議
会
広
報
研
修
会
で
学

ん
だ『
分
か
り
や
す
い
紙

面
』づ
く
り
に
取
り
組
み
、

議
会
だ
よ
り
を
と
お
し
て

町
政
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

■
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ

れ
た
写
真
を
差
し
上
げ

ま
す（
本
人
が
写
っ
て

い
る
場
合
に
限
る
）。

　
ご
希
望
の
方
は
、議
会
事

務
局
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
赤
川 

操
恵

　
副
委
員
長　
大
川 　
晃

　
委

員　
北
野 

興
地

　
委

員　
長
坂 

知
泰

　
委

員　
水
野 

久
子

　
委

員　
森　
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